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令和８年 第３回沼田町議会定例会 一般質問要旨 

 

【町長】 

  

通告順 ５ 
質問 

議員 
上野議員 

質問 

項目 
今後の安定した農業経営のために必要な施策について 

質問 

内容 

 先日、２０２６年産の北海道米の概算金が「ななつぼし」が１万７００

０円、「ゆめぴりか」が１万８０００円と発表され、昨年の価格に比べ４

０％の大きな引き下げに農家には動揺が広がっています。 

 今まさに、コメの収穫作業が始まっており、収量が砕粒や同割れなど品

質の低下で収量減少の話が出ています。 

 更に、今年になって、原油高の影響で、資材や肥料、燃料費の高騰など

によって、今年度の農家所得の減少は避けられない状況にあり、来年以降

の農家経営には不安が募っています。 

 また、農家の離農もあり、２０１７年の農家戸数は１６０戸、２０２６

年には１３０戸と３０戸の農家が何らかの事情で離農し、このままの米価

や農業経費の増加によっては離農が増えるのではと懸念しています。 

 そこで、農家の皆さんが今後とも安心して農業経営が出来るために、行

政や農協が今後必要な施策について質問します。 

 

 １．農家戸数が３０戸減少した事について、横山町長の認識をお聞かせ

ください。 

 ２． 今まさに収穫期の農家にとって、建設以来３０年を経過するスノー

クールライスファクトリーは生命線の一つであり、今年の一日の受

け入れが昨年の７５０トンから７００トンに変更になり、思うよう

に出荷が出来ない状況であります。 

   一日の処理能力向上のための施設の改修手段や方法はないのか。 

 ３．農家が安心して農業経営が出来るよう、固定資産税の減免、経費の

高騰対策等、農協や行政が何らかの施策を検討すべきと考えます

が、横山町長の考え方をお聞かせ下さい。 

 

 以上、町長に質問致します。 
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令和８年 第３回沼田町議会定例会 一般質問要旨 

 

【町長】 

  

通告順 ６ 
質問 

議員 
篠原議員 

質問 

項目 
地域の防災力を高めるために 

質問 

内容 

 今年の熊本地域での 10 年ぶりの地震や、各地で連日のように発生する

線状降水帯による大雨被害など、全国で深刻な自然災害が相次いでいま

す。避難所の劣悪な環境やプライバシー保護の欠如が問題視される中、避

難生活における快適性や安心感の確保は極めて重要な課題となっていま

す。 

 我が沼田町においては、プライバシー用テントや簡易ベッド、非常食の

備蓄が進められているほか、送電網の喪失（ブラックアウト）に備えた発

電設備の配備など、防災対策が段階的に進められている点は評価をいたし

ます。 

 しかしながら、町全域に及ぶような大規模災害が発生した際、現在の備

蓄量や設備が十分に機能するのかという点には懸念が残ります。また、い

ざという時に避難所を円滑に運営し、地域ぐるみで支え合うためには「自

主防災組織」の存在が不可欠です。町からも立ち上げの呼びかけが行われ

ているものの、結成に向けた動きは未だ十分に進んでいないのが現状で

す。 

 

 そこで、町民の命と避難生活の質を守る視点から、町長に以下の 2 点に

ついて伺います。 

 

 １．現在の災害用備蓄品（食料、簡易ベッド、プライバシー用テント等）

は、町全体の想定避難者数のうち、最大何名程度が何日間滞在でき

る量を確保できているのか。 

 

 ２．結成が進んでいない自主防災組織について、町はどのような要因分

析を行っており、今後どのような具体的な支援や取組を進めていく

考えか。 
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令和８年 第３回沼田町議会定例会 一般質問要旨 

 

【教育長】 

  

通告順 ７ 
質問 

議員 
篠原議員 

質問 

項目 
学校における修学旅行費の公費負担を 

質問 

内容 

 物価高騰が長期化し、実質賃金が低下する中、子育て世帯の経済的負担

感は一段と増しています。本町がこれまで展開してきた医療費や保育料の

無償化、また本年 4 月から開始された教材教具費の公費負担など、先進的

な子育て・教育支援施策は評価できます。 

 一方で、「修学旅行費」については、一部補助が実現しましたが保護者負

担の割合が依然として最も大きく、さらなる充実が求められます。修学旅

行は学校教育における極めて重要な体験的学習であり、経済的状況にかか

わらずすべての児童生徒が安心して参加できるよう支援することが求め

られます。 

 既に道内でも当麻町や歌志内市において全額補助が実施されているほ

か、一部補助を行う自治体も広がりを見せています。本町においては、物

価高に苦しむ子育て世帯への支援、ならびに本町の子育て・教育施策の「総

仕上げ」として、修学旅行費の全額公費負担制度を導入してはどうかと考

えます。 

 

 つきましては、以下の点について所見を伺います。 

 

 １．修学旅行費の公費負担に関する町側の現在の現状認識について 

 

 ２．他自治体の取り組み状況を踏まえた、修学旅行費への補助導入に向

けた今後の考え方について 



資料１ 道内で修学旅行費の補助を実施しているおもな自治体 

   

自治体 助成額 手続き

当麻町 経費の全額 必要なし

歌志内市 経費の全額 申請書を学校に提出

上川町 保護者負担費用の１／２ 学校長がおこなう

共和町
バス借り上げ料の実質負担額
から１学級４０人の場合で負担
する額を差し引いた額

豊頃町
小学６年生＝１万円
中学３年生＝２万円

沼田町 中学３年生＝２万円
 

各自治体の公式サイトより              
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令和８年 第３回沼田町議会定例会 一般質問要旨 

 

【町長】 

通告順 ８ 
質問 

議員 
大沼議員 

質問 

項目 
長期化している物価・エネルギー高騰対策を 

質問 

内容 

 本年 6 月の定例会におきまして、米イラン情勢とホルムズ海峡の緊迫化

が地域経済や町民生活に及ぼす影響について質問いたしました。しかしな

がら、期待されたスイスでの平和交渉の不調により緊張状態は長期化し、

我が国経済に重い影を落としたまま今日に至っています。コロナ禍が発生

した 2019 年 12 月からの約 6 年間を振り返りますと、消費者物価指数は全

体で約 15％、食料品においては 25％から 30％と大幅な値上がりとなり、

町民の家計を圧迫してきました。そこへ追い打ちをかけたのが、本年 2 月

末のホルムズ海峡封鎖によるエネルギー・物流ショックです。封鎖以降、

卸売業などの企業物価指数は前年比プラス 7.2％へと急騰し、一時期抑え

られていたエネルギー価格指数も再び前年比プラスへと上がっています。

国は働き方改革の成果を主張しますが、実際の物価高騰スピードに追いつ

いていないと感じています。 

 コロナ禍以降の長期的な物価高に、ホルムズ海峡問題による「エネルギ

ー・物流高」が重なるという物価高の波が、これから冬を迎える町民生活

を直撃しようとしています。 

 さらに深刻なのは、生活費の高騰にとどまらず、稲作農家が直面してい

る危機です。 

 今年の営農計画での米価格は 2 万円と聞いていますが、概算金（仮払い）

が 1.7 万円程度にとどまる一方、肥料・農薬・燃料・資材等の高騰により

「生産コストが 2 万円以上かかっている」という実情が指摘されていま

す。 

 こうした「生産コスト割れ」の状況は、営農継続そのものが揺らぐ危機

的な事態と思っていますし、これから、過酷な冬を迎える町民や、生産コ

スト割れに苦しむ農家に対しての支援策も必要と考えています。本町は、

コロナ禍以後、プレミアム商品券事業等で物価高騰に迅速な姿勢で対応さ

れてきたことは評価いたしますが、重点支援地方交付金のみならず、町の

財源も投入し、これから訪れる冬の暖房費増大に向けた「灯油購入助成や

生活支援金の支給」と、コスト割れに苦しむ「米生産農家への直接的な営

農支援」を講じるべきと考えますが、町長はどのような対策が必要とお考

えか所信をお尋ねします。 
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